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事
実
の
概
要
．
 

頁5
 
3
 
号

漁

業

協

同

組

合

X
は
、
そ
の
役
員

で
あ
っ
た

YII立
に
対
し
、
損
害
賠

4
 
6
 。
例
償
を
請
求
す
る
訴
え
を
提
起
し
た
。

判

x組
合
に
よ
り
、
準
組
合
員
た
る
訴

外
有
限
会
社
A
、
B

（
密
接
し
た
資

事面融
金
関
係
に
あ
っ
た
）
に
対
し
、
貸
付

限
度
額
（
一
会
員
あ
た
り
一
億
円
）

金3
 
ー．
を
超
え
る
貸
付
等
の
不
正
貸
付
が
為

さ
れ
、
貸
付
金
が
返
済
不
能
に
な
っ

3
 ．
 
。
1

た
こ
と
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
が
、

成乎
そ
の
貸
し
付
け
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

判
つ
き
、
当
時
の
役
員

YIS立
に
責
任

高阪
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

大
裁
判
所
は
、
不
正
貸
付
の
事
実
（
一

時
は
、
残
額
合
計
九
億
九
千
万
円
（
内

．
 

利
息
金
三
億
一
千
万
円
）
ま
で
膨
れ

上
が
っ
た
が
、
貯
金
と
の
相
殺
や
不

動
産
に
よ
る
代
物
弁
済
、
訴
外

cら

に
よ
る
肩
代
わ
り
等
に
よ
り
（
何
れ

も
元
本
に
充
当
）
、

A
．
B
社
に
対
す

る
口
頭
弁
論
終
結
時
の
貸
付
金
残
額

は
五
億
三
千
万
円
）
及
び

Yaを
除
く

役
員
一
―
名
の
責
任
を
認
め
た
が
、

損
害
の
認
定
に
際
し
、
損
害
が
生
じ

た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
損
害
の

性
質
上
そ
の
額
の
立
証
が
極
め
て
困

難
で
あ
る
と
し
て
、
民
訴
法
二
四
八

条
を
適
用
し
た
上
、
相
当
と
認
め
る

損
害
額
を
、
八

0
0
0万
円
と
し
た
。

民事訴訟法二四八条か遍用された事例

民
訴
法
二
四
八
条
の
適
用

{

事

例

点争

yl
ら
が
不
正
貸
付
を
行
っ

文
iい
い
い
い
〗

判
断
て
い
た
か
が
問
題
と
な
る
。

裁

判

適

切

な

貸

付

が

な

さ

れ

て

い
た
場
合
、

A
社
・

B
社
の
何
れ
か
な
い

し
両
社
が
倒
産
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
場
合
、
両
社
に
対
す
る
債
権
回
収
が

困
難
と
な
る
ば
か
り
か
、
両
社
と
関
係
を

持
っ
て
い
た

X
の
組
合
員
に
も
多
大
な
影

響
を
与
え
た
可
能
性
が
高
い
。
仮
に
倒
産

し
な
い
と
し
て
も
、
貸
付
限
度
額
ぎ
り
ぎ

り
の
貸
付
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

く
、
そ
の
場
合
少
な
か
ら
ず
不
良
債
権
が

発
生
し
て
い
た
（
そ
の
場
合

cら
に
よ
る

一
部
借
金
の
肩
代
わ
り
は
な
か
っ
た
可
能

性
が
高
い
）
。
ま
た
利
息
に
つ
い
て
も
、
適

用
利
率
に
鑑
み
る
と
、
少
な
か
ら
ぬ
未
収

利
息
が
発
生
し
て
い
た
も
の
と
推
認
さ
れ

る。
さ
ら
に

B
社
は
営
業
を
続
け
て
お
り
、

B
社
に
対
す
る
債
権
全
て
が
回
収
不
能
と

ま
で
は
言
え
な
い
ほ
か
、

A
.
B
社
に
対

］
 
法訟
し
新
た
に
取
得
し
た
担
保
か
ら
の
弁
済
も

訴
全
く
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

結
局
不
正
貸
付
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と

事ほ
し
て
も
、
原
告
に
損
害
が
生
じ
た
こ
と
は

九州大学助教授 八田卓也

明
ら
か
だ
が
、
直
ち
に
そ
の
損
害
額
を
確

定
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

右
掲
諸
事
由
に
鑑
み
、
民
訴
法
二
四
八

条
を
適
用
し
て
、
損
害
額
を
八

0
0
0万

円
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

類
型
別
に
見
る
と
、
民
訴

一
四
八
条
を
適
用
な
い
し

援
用
し
た
判
決
と
し
て
は
、

{法-

鋭

①

不

法

行

為

が

無

か

っ

た

場

解

合

の

仮

定

的

状

態

に

つ

い

て

立
証
が
困
難
と
し
た
も
の
（
①
東
京
高
判

平
―
0
•
四
・
ニ
ニ
判
時
一
六
四
六
号
七

一
頁
、
②
東
京
地
判
平
一0
•
九
•
一
八

判
タ
一

0
0
二
号
二

0
二
頁
、
③
東
京
地

判
平
一

O
・
1
0
・

―
二
判
夕
九
八
六
号

―
四
四
頁
。
内
③
は
損
益
相
殺
に
お
い
て

本
条
の
「
趣
旨
L

を
援
用
す
る
）
ヽ
③
損
害

を
被
っ
た
目
的
物
の
金
銭
換
算
に
際
し
本

条
に
依
拠
し
た
も
の
（
④
広
島
地
判
平
一

一
・
ニ
・
ニ
四
判
タ
一

0
二
三
号
ニ
―
二

頁
、
⑤
東
京
地
判
平
―
-
．
八
•
三
一
判

時
一
六
八
七
号
三
九
頁
。
内
⑤
は
、
本
条

の
「
趣
旨
」
に
照
ら
し
慰
謝
料
算
定
に
際

す
る
考
慮
要
素
と
す
る
。
本
条
に
論
及
し

な
い
が
類
似
の
扱
い
を
し
た
判
例
に
⑥
福

岡
地
判
平
―
―
・
九
・
ニ
判
タ
一

0
二
七

号
二
四
三
頁
が
あ
る
。
な
お
、
⑦
大
阪
地

判
平
一
0
•
七
•
三
一
判
タ
一
〇
一
八
号

ニ
ニ
九
頁
、
⑧
春
日
井
簡
判
平
―
―
•
一

ニ
・
ニ
七
判
タ
一

0
1
―
九
号
二
三
二
頁
も

参
照
）
が
あ
る
。

本
判
決
は
、
国
適
正
貸
付
が
為
さ
れ
て

（
は
っ
た
•
た
く
や
）

い
た
場
合
の
損
害
額
（
元
本
•
利
息
）
の

立
証
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
⑯
債
権
の
回

収
不
能
額
が
不
確
定
で
あ
る
こ
と
を
、
本

条
適
用
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
。
国
は
①

に
属
し
よ
う
。
⑯
は
③
将
来
の
事
象
経
過

の
不
確
実
性
の
問
題
と
い
え
よ
う
か
（
こ

の
点
、
興
味
深
い
）
。

し
か
し
、
本
判
決
全
体
を
眺
め
た
場
合
、

む
し
ろ
全
体
と
し
て
妥
当
と
思
わ
れ
る
賠

償
額
を
八

0
0
0万
と
し
た
上
、
そ
の
額

に
結
論
を
絞
り
込
む
た
め
に
本
条
を
利
用

し
た
と
の
感
も
否
め
な
い
。

ま
ず
本
判
決
は
、

C
ら
に
よ
る
肩
代
わ

り
（
総
額
二
億
八
千
万
円
）
に
つ
い
て
、

そ
れ
に
よ
り
と
に
か
く
A
.
B
社
の
借
金

が
そ
の
分
消
滅
す
る
以
上
、

C
の
弁
済
能

力
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
す
る
が
、
説
得

力
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
特
に

C
ら

は、

B
社
の
経
営
を
引
き
継
い
だ
者
で
あ

り
、
鳥
廠
す
れ
ば
、

A
社
の
借
金
分
が
一

部
B
社
に
移
っ
た
の
と
大
差
な
い
）
。
ま
た
、

適
正
貸
付
が
為
さ
れ
た
場
合
の
未
収
利
息
、

現
実
の
回
収
不
能
額
に
つ
い
て
も
、
も
う

少
し
蓋
然
性
の
高
い
判
断
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
（
回
収
不
能
額
に
つ
い
て
は
、

確
定
す
る
ま
で
損
害
は
末
発
生
と
の
見
方

も
不
可
能
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
。

考
慮
事
由
を
抽
象
的
に
列
挙
す
る
だ
け

で
、
本
条
の
安
易
な
適
用
が
可
能
に
な
る

と
し
た
ら
、
そ
こ
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
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